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 本書は，組織倫理風土が組織のコミットメントとジョブパフォーマンスに及ぼす影響を

定量的に分析したものである。組織倫理風土については，それが「倫理」や「風土」とい

った特性上，これまでは定性分析が中心であった。最近では定量分析の試みもいくつかな

されているが，組織倫理風土が組織のコミットメントとジョブパフォーマンスに及ぼす影

響を説得的に明らかにしたものはなかった。この点が本書の最大の貢献であろう。  

 著者は中国出身であり，かつ日本の大学（立命館大学）に勤務することから，中国にお

ける日系製造多国籍企業を対象に分析を行っている。中国は日系製造多国籍企業にとって

重要な進出国であり，その子会社数も多い。著者にとって，端緒的分析対象としては妥当

と言えよう。また，本書は著者の本務校が後援する「稲盛和夫経営哲学研究プロジェクト」

の一つの成果であり，その意味で「組織倫理風土」を主たる分析対象としたことも首肯で

きる。  

 統計分析手法としては主成分分析（PCA）や構造方程式モデリング（SEM）を手堅く行

い，組織倫理風土が組織のコミットメントとジョブパフォーマンスに及ぼす影響を明らか

にしている。このことは学術的貢献も大きいが，組織のコミットメントやジョブパフォー

マンスを向上させたければ組織倫理風土を整備しなければならないということを実証した

点で実務的貢献も著しい。企業の不祥事が頻発している昨今，組織倫理風土の整備が「べ

き論」ではなく経営に不可欠なものであることを示した意義は大きいと言わざるを得ない。 

 本書は日系製造多国籍企業を対象としているが，同じ日系製造多国籍企業でも本社の姿

勢の違いや進出の歴史の違い，産業の違い，資本構成の違いなどがある。今後はさらなる

ブレイクダウン研究が必要だろう。また，中小企業やサービス企業の場合あるいは他の外

資系企業や中国企業の場合も同じことが言えるかどうか，さらなる検証が必要である。中

国という特殊な政治制度における影響も，他の国における同様の研究が行われることによ

って明らかになると思われる。そのような残された課題は，とても一人でできるものでは

なく，本書を手掛かりに多くの研究者が追試を行う必要がある。本書はそのような研究の

発展可能性も残している。また，著者が実施はしたけれども敢えて取り上げることを封印

した定性分析（事例研究）も，本書の結論の豊富化のために是非取り上げてもらいたい。  

 学会賞審査員は，全員一致して，本書を 2021 年度（第 28 期）学会賞（単行本の部）に

値するものと判断する。  


